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グローバル標準型機械室レスエレベーター 
UAG-SN1

―アジア・中東市場における顧客ニーズへの対応―

都市空間の発展を支える昇降機製品・サービス
Featured Articles II

1.　はじめに
日立はこれまで，アジア・中東市場においては，オーダー

型エレベーターを中心に高級セグメントへの事業を展開し
てきた。これら対象国では経済の発展に伴って中高級・中
級セグメントが拡大しており，2016年9月，基本仕様を
標準化した機械室レスエレベーターUAG-SN1を発売開始
した 1）。
新機種は，アジア・中東市場をターゲットとし，意匠デ

ザインの刷新を行うとともに，幅広い顧客ニーズに対応し
た仕様をラインアップしたグローバル標準機種と位置づけ
ている。
新機種の市場投入を支えるモノづくり技術として，モ

ジュラー設計の適用，日本市場で採用した機能安全技術の
活用，中国向け機種との主要部品共通化などにより，競争
力強化を図っている。また，LED（Light-emitting Diode）
照明の標準採用やシステム効率化などを通して基本仕様で
の消費電力量を削減し，環境負荷軽減を図った。
本稿では，新開発のグローバル標準機種の市場投入に向
けた取り組み，および適用技術を紹介する。

2.　販売方法の刷新―カタログ選択方式の採用―
従来，日立はアジア・中東市場地域において，顧客要求

仕様へフレキシブルに対応するフルオーダー製品を販売
し，高級ホテルや高層オフィス・レジデンスを主な顧客層
として，納入実績の拡大をめざしてきた。こうしたセグメ

ントに対しては，オーダー型エレベーターOUG-ON1を
提供し，幅広い顧客ニーズに応えている。
今回，さらなる納入実績を拡大するためには新興国ボ

リュームセグメントの市場環境に対応した製品開発が必要
と判断し，グローバル標準型機械室レスエレベーター
UAG-SN1の開発に着手した。

UAG-SN1では，カスタマイズを廃し，カタログ仕様か
ら選択する新たな販売方式を採用するとともに，販売～生
産～据付・保全までバリューチェーンの総力を挙げたイノ
ベーションプロジェクト活動により，販売促進環境整備や
生産リードタイム短縮，現地作業性向上を実現した。

3.　 市場ニーズへの対応 
―デザインとオプションの拡充―

各国の市場ニーズや法規を踏まえ，日本国内向けエレ
ベーター「アーバンエース」の多様な機能・デザインを展
開し，さらにアジア・中東市場向け機種として仕様ライン
アップを拡充した。これにより，幅広い顧客ニーズに対応
する商品を提供する（図1参照）。

3.1　デザインバリエーションの拡充
かご内と乗り場に設置する液晶インジケーターにより，
エレベーターの情報をリアルタイムに利用者へ提供する機
能をラインアップした。アジア・中東市場向けとして新た
な天井意匠を追加し，豊富なデザインバリエーションを提
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経済発展に伴って中高級・中級エレベーターへのニーズ

が高まるアジア・中東地域の市場に向けて，新型機械室レ

スエレベーターを2016年9月に発売した。

これは，各国の法規や市場ニーズを踏まえ，日本国内向け

エレベーター「アーバンエース」の多様な機能・デザイン

を展開し，仕様ラインアップを拡充したものである。

従来機種と比較して昇降路寸法の短縮を実現するなど，

製品競争力の強化を図るとともに，基本仕様を標準化する

ことで，顧客の要望に短納期で対応する柔軟性を実現し

ている。
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供する（図2参照）。

3.2　安心・快適性の提供
乗り場から乗り込もうとしている利用者に対し，ドアの

閉まり始めるタイミングを視覚的に示すため，ドアセーフ
ティシューに埋め込まれたLEDを点滅させるドアシグナ
ル機能や，乗り降りする利用者をマルチビームドアセン
サーで検知し，ドアへの挟まれを防止する機能をライン
アップした。
また，イオン発生装置を乗りかご上に設置し，脱臭効果

のあるイオンの働きで空気を清潔に保ち，乗りかご内の快
適さを提供する（図3参照）。

4.　モノづくりへの取り組み―主要機器の刷新―
アジア・中東市場向けの機械室レスエレベーターでは，
各国規格の要求に対し，グローバル市場向けに適した塔内
機器配置としている。
アジア地域の中核工場であるSiam-Hitachi Elevator Co., 

Ltd.のタイ工場での生産を前提とし，部品調達を考慮した
構造設計の作り込みや，部品標準化による生産性向上を実
現した。本章では，代表事例について述べる（図4参照）。

4.1　巻上機グローバル共有化
新機種では，昇降路頂部配置の薄型化巻上機を適用した

（図5参照）。
巻上機は，昇降路下部配置を行う日本市場向け巻上機と
主要構造の設計共通化・部品共通化を図っており，ブレー
キ配置や市場の電源仕様に合わせてシリーズ展開した中国
市場向け巻上機をアジアにも適用するものである。グロー
バルに共通化された装置を適用することで機器コストの低
減を図っている。

ブレーキ
部品共通化

モータ
構造共通化

日本向け製品
（基本設計品）

アジア向け製品
（中国市場と共通）

図5│巻上機のグローバル共通化設計
モータの基本構造を共通化し，ブレーキの配置を変更することで，頂部配置
用と下部配置用を使い分けている。

カタログ選択方式の採用

デザインとオプションの拡充

昇降路

1

1 2
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図4│ グローバル標準型機械室レスエレベーターUAG-SN1の 
主要機器

海外工場でのグローバル生産を加速し，生産性向上，グローバル標準化を推
進する。

ドアシグナル

図3│ ドアシグナル付きマルチビームドアセンサー（左）と 
イオン発生装置（右）

シグナルの色や点滅タイミングについては，モニター調査の結果によって決
定している。
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図2│かご内デザイン
かご天井は，国内意匠と同様に，ダウンライト照明意匠や間接光照明意匠を
ラインアップし，意匠面の柄を変え，バリエーションの拡充を図った。

図1│製品コンセプト
市場ニーズを踏まえ，製品カタログはシンプルさとなじみやすさを演出するた
め，アジア地域でよく好まれる「アースカラー」をベースとしたデザインとした。
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4.2　かご構造の標準化
乗りかごの構造品は，製品コストだけでなく，生産性，
工事作業性について，設計標準化を推進した。構造強度部
品に厚板の板金構造を採用し，ボルト・リベット締結構造
として型鋼レス・溶接レス化を図った。さらに，自動生産
ラインに適した構造とするため，乗りかごの側板および天
井に箱状パネル構造を採用し，パネルの組み合わせで構成
される設計とした。
乗りかごの側板は，乗りかごの内側から組み立て可能な

かご内側組み立て構造を採用し，据付作業性の改善を図っ
た（図6参照）。

4.3　制御盤モジュラー設計
新機種の制御盤では，量産効果によるコスト低減をめざ

し，機器構成の最適化を図った。
制御盤を，モータ駆動制御する機能を有する主回路部

と，エレベーターの乗りかごを制御する機能を有する信号

部に分類し，エレベーターの積載，速度に依存しない信号
部を共通とすることで部品・装置の共有化を図り，コスト
ダウンを実現した（図7参照）。
部品を共通とすることで，据付や保全作業の標準化を行
い，納入先での作業効率向上や品質確保を図った。本方式
を採用することで，容量変更などの応用設計が容易にな
り，シリーズ展開に有利な構造を確立した。

5.　 新技術の適用 
―機能安全，省エネルギー技術の製品化―

エレベーター利用者の安全を守るため，安全装置の設置
や，各装置が作動した際にエレベーターを安全に停止させ
る回路を設置することが規格に定められている。これらエ
レベーターの安全装置を電子化することで，従来の機械式
に比べ，エレベーターの異常過速や行きすぎを速やかにか
つ高精度に検出でき，エレベーターが走行する昇降路の省
スペース化が実現できる。日立は世界最高速級の超高速エ
レベーターにも適用した本技術により，エレベーター性能
の向上を実現した 2）。
また，多様化する建築空間に調和させるため，意匠バリ
エーションを拡充しながら，環境負荷低減に貢献する消費
電力削減効果の向上を実現した。本章では，新機種での省
エネルギー性能向上について紹介する。

5.1　機能安全技術の採用と海外規格への適合
機械式スイッチやリレー回路で構成しているエレベー

ターの安全機能を電子回路とマイクロコンピュータに実装
されたプログラムで構成することにより，高精度化・高機
能化を実現することができる（図8参照）。一般的には，
ロボットや自動車の安全機能に使用されている「機能安全」
と呼ばれる技術である。機械式スイッチやリレーで安全機

かご天井

かご側板

図6│かご構造設計
乗りかごの側板・天井は，同形状の箱形状のパネルを組み合わせて構成して
いる。強度部材は，板金構造を採用しボルト・リベット構造とし，溶接レス
化を図った。
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図7│制御盤モジュラー設計
信号部を共通モジュール化し，エレベーターの容量に応じて主回路部を複数
ラインアップする方式を採用した。

巻上機 二重化ブレーキ 主回路用遮断器
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図8│機能安全システムの構成
従来の制御装置に加え，各種センサーとエレベーター制御から独立した構成
とした安全コントローラーを追加し，安全性の向上を図っている。
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能を実現する場合と同等の信頼性が必要であり，その信頼
性の評価が要点であった。
海外規格では，この目に見えない電子回路，プログラム

の評価方法について，Programmable Electronic System in 

Safety Related Applications for Liftsとして定義されており，
電子回路だけでなく，プログラムの信頼性評価方法まで定
められている。日立では欧州規格EN81に従って，数々の
故障に対するバックアップ機能の評価など，システムの安
全性，信頼性の評価を実施し，外部認定機関の評価認定を
取得した。

5.2　機能安全システムの活用
エレベーターの安全機能を電子化することで，高精度

化・高機能化だけでなく，各構成部品の小型化・集約を図
ることができ，メンテナンスの作業時間短縮や作業時の安
全性の向上に貢献することができる。
このシステムで収集したエレベーターの運転状況データ

を蓄積・解析することで，今後の製品開発における性能向
上や新サービスの開発に活用し，エレベーターのさらなる
発展に役立てていく。

5.3　省エネルギー技術の採用
すべての天井照明にLEDを採用し，省エネルギー性能
の向上とともに照明の長寿命化を実現した。
エレベーター待機時における制御電力の低減を図ること

で，消費電力量とCO2排出の削減に貢献している。
乗車人数が少ない状態での上昇運転，乗車人数が多い状

態での下降運転時など，運転状況によりモータから発生す
る回生電力を再利用する方式を採用した。
さらに，グローバル基準である ISO 25745規格に基づ

いて省エネルギー性能評価を実施し，最高クラスAを取得
した（図9参照）。今後開発する新機種に対しても同様の

活動を継続していく。

6.　おわりに
ここでは，2016年9月に販売を開始した日立のアジア・

中東市場向けの標準型エレベーターについて，製品開発に
おける取り組みと，製品の特徴を述べた。
今後，タイ，フィリピン，インドをはじめ日立が昇降機
事業を展開するアジア・中東地域で納入実績を積み上げ，
販売地域を広げながら年間5,000台規模の製品納入に向け
て活動を継続していく。

1）  日立ニュースリリース，Hitachi Launches New Machine Room-Less Elevator for 
Asia and the Middle East（2016.9），

 http://www.hitachi.com/New/cnews/month/2016/09/160926a.html
2）  井上，外：エレベータ向け電子安全システムの開発，平成27年電気学会産業応用

部門大会論文集（2015.9）
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図9│省エネルギー性能評価証
第三者機関とともに省エネルギー性能評価を実施し，最高クラスAを取得し
た（付加仕様，使用条件により異なる）。


